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第　

回
計
量
士
国
家
試
験

55

が
3
月
６
日
�
、
9
時　

分
20

か
ら　

時　

分
ま
で
全
国
の

15

50

9
会
場
で
実
施
さ
れ
る
。
今

年
の
出
願
者
数
は
、
昨
年
よ

り
減
少
し
て
1
万
1
4
8
5

名
。
出
願
の
内
訳
は
、
環
境

計
量
士
（
濃
度
関
係
）
8
0

1
1
名（
前
年
比　

・
9
％
）、

89

環
境
計
量
士
（
騒
音
・
振
動

関
係
）
2
1
6
6
名
（
同　

・
90

0
％
）、一
般
計
量
士
1
3
0

8
名
（
同　

・
6
％
）
と
な
っ

94

て
い
る
。
出
願
者
数
は
１
割

ほ
ど
減
少
し
た
も
の
の
、
環

第55回計量士国家試験第55回計量士国家試験
3月6日、全国9会場で実施

　

�
日
本
計
量
振
興
協
会

（
日
計
振
）
と
�
日
本
計
量

機
器
工
業
連
合
会（
計
工
連
）

は
３
月
７
日
、
東
京
・
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
「
第
2

回
日
韓
中
計
量
測
定
協
力
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

　

日
本
の
企
業
に
と
っ
て
、

韓
国
、
中
国
は
競
争
相
手
、

協
力
相
手
と
し
て
ま
す
ま
す

注
視
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
両
国
の

計
量
事
情
を
理
解
し
、
計
量

計
測
機
器
の
輸
出
入
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
る
。韓
国
計
量
測
定
協
会
、

中
国
国
家
質
量
監
督
検
験
検

疫
総
局
が
参
加
し
、
韓
国
で

進
め
ら
れ
て
い
る
計
量
法
の

改
正
動
向
を
含
め
た
概
要
や

計
量
標
準
制
度
、
中
国
で
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
等

を
中
心
に
、
両
国
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
す
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
韓
間

の
計
量
測
定
標
準
化
業
務
協

力
合
意
書
に
基
づ
く
会
合
に

中
国
も
参
加
す
る
形
で
組
織

さ
れ
た
。
韓
国
計
量
測
定
協

会
の
主
催
で
、　

年
２
月
に

04

第
１
回
が
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
初
回
で
は
、

各
国
に
お
け
る
計
量
制
度
の

現
状
や
、
計
量
標
準
に
関
す

る
基
本
的
な
枠
組
み
を
紹
介

し
、
互
い
に
計
量
事
情
の
情

報
を
交
換
す
る
場
と
な
っ

た
。

◇
韓
国
計
量
測
定
協
会
（
K

A
S
T
O
）
韓
国
の
計
量
普

及
団
体
と
し
て
、
韓
国
の
計

量
に
関
す
る
法
律
と
国
家
標

準
基
本
法
に
基
づ
い
て
1
9

9
0
年
に
設
立
さ
れ
た
半
官

半
民
の
団
体
。
法
定
計
量
の

普
及
・
広
報
事
業
や
、
技
能

試
験
の
運
営
等
に
よ
る
基
準

認
証
制
度
の
支
援
、
政
府
及

び
地
方
公
務
員
の
た
め
の
研

修
・
教
育
等
の
業
務
を
実
施

し
て
い
る
。

◇
中
国
国
家
質
量
監
督
検
験

検
疫
総
局
（
A
Q
S
I
Q
）

中
国
国
務
院
の
直
属
機
関

で
、
傘
下
に
国
家
標
準
化
委

員
会
（
S
A
C
S
）
中
国
計

量
科
学
研
究
院
（
N
I
M
）、

国
家
認
証
認
可
委
員
会
の
３

▽
名
古
屋
＝
名
古
屋
工
学
院

専
門
学
校
第
3
号
館
（
名
古

屋
市
熱
田
区
神
宮
4－

7

－

　

）
▽
大
阪
＝
関
西
大
学

21
（
吹
田
市
山
手
町
3－

3

－

　

）
▽
広
島
＝
広
島

35
経
済
大
学
（
広
島
市
安

佐
南
区
祇
園
5－

　
37

－

1
）
▽
高
松
＝
香
川

大
学
教
育
学
部
（
高
松

市
幸
町
1－

1
）
▽
福
岡
＝

東
和
大
学
（
福
岡
市
南
区
筑

紫
丘
1－

1－

1
）▽
那
覇

＝
沖
縄
総
合
事
務
局
（
那
覇

市
前
島
2－

　

－

7
）

21

境
計
量
士
、
と
く
に
濃
度
関

係
の
出
願
者
が
全
体
の
約
7

割
を
占
め
、
依
然
と
し
て
環

境
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

昨
年
の
合
格
率
は　

・
4

15

％
。
試
験
区
分
ご
と
に
見
る

と
、
一
般
計
量
士　

・
0
％
、

23

環
境
計
量
士
（
濃
度
関
係
）

　

・
9
％
、
環
境
計
量
士

11

（
騒
音
・
振
動
関
係
）　

・
14

3
％
。

　

毎
年　

〜　

％
程
度
の
合

15

20

格
率
で
難
し
い
国
家
資
格
試

験
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

【
試

験

会

場
】
▽
札
幌

＝
札
幌
予
備

学
院
大
通
館

（
札
幌
市
中

央
区
南
2
条

西　

丁
目
3

12
2
4
）
▽
仙

台
＝
東
北
電

子
専
門
学
校

（
仙
台
市
青

葉
区
花
京
院

1－

3－

1
）
▽
東
京

＝
早
稲
田
大

学
（
新
宿
区

西
早
稲
田
1

－

6－

1
）

（1） 2005年（平成 16年）2月20日（日）第 2573 号
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回
計
量
士
国
家
試
験
、
第
２
回
日
韓
中
計
量
測
定
協
力
セ
ミ
ナ
ー  
�
面

55
全
国
計
量
行
政
会
議
、
検
則
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
説
明
会　
　
　
　
　

�
面

環
境
省
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
簡
易
測
定
法
を
公
募
、
セ
ミ
ナ
ー
案
内　

�
面

産
総
研
第
２
次
中
期
目
標
案
、
J
F
E
ス
チ
ー
ル
改
善
策
発
表　
　

�
面

大
和
製
衡
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
技
術
講
習
会
開
催　
　
　
   
�
面

計
工
連
、中
国
計
量
関
係
者
招
く
、長
野
計
器
株
価
好
調
ほ
か　

�
面

特
集
・
と
う
き
ょ
う
の
計
量　
　
　
　
　
　
　
　
  
�
�
�
面

あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
�
、
寄
稿
・
中
村
進
氏　
　
   
�
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫
�
、
社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ　
  
�
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
島
津
サ
イ
エ
ン
ス
解
散　
　
　
　
 　
  
�
面

今今週週のの主主なな記記事事

（　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

根
強
い
人
気
の
環
境
計
量
士

　

第　

回
計
量
士
国
家
試
験
が
、
3
月
６
日
�
に
全
国
9

55

会
場
で
実
施
さ
れ
る
。
合
格
率
が
毎
年　

％
前
後
と
難
し

15

い
試
験
で
あ
る
。今
回
の
出
願
者
数
は
1
万
1
4
8
5
名
。

昨
年
の
出
願
者
数
に
比
べ
1
2
2
0
名
の
減
少
、
前
年
比

　

・
4
％
と
な
っ
た
。
依
然
と
し
て
環
境
計
量
士
の
出
願

90者
数
が
多
く
を
占
め
る
。
試
験
は
、
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
高
松
、
福
岡
、
那
覇
と
全
国
9

都
市
で
行
わ
れ
る
。

第55回　計量士国家試験出願者数（前年比）
合計沖縄九州四国中国近畿中部関東東北北海道区　　分
8,011927253443371,4521,0453,268422326環境計量士（濃度）出

願
者
数（
人
）

2,1663718810410444524682197124環境計量士（騒・振）
1,30865779803911864413632一般計量士
11,4851359705275212,2881,4774,530555482合　　計
89.992.0102.484.591.187.493.387.191.397.6環境計量士（濃度）前

年
比（
％
）

90.0100.092.280.088.198.287.585.582.9114.8環境計量士（騒・振）
94.6100.076.084.094.1109.593.987.297.3128.0一般計量士
90.494.498.383.590.992.692.486.890.1103.2合　　計

第
２
回
日
韓
中
計
量
測
定
協
力
セ
ミ
ナ
ー

３
月
７
日
、東
京
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で

組
織
を
置
く
。
計
量
法
の
制

定
を
含
む
計
量
行
政
全
般
、

計
量
及
び
計
量
標
準
に
係
わ

る
研
究
、
品
質
管
理
及
び
標

準
化
政
策
の
確
立
を
行
っ
て

い
る
。

（
セ
ミ
ナ
ー
要
項
は
�
面
）

試験時間表

4 時限目3時限目2時限目1時限目　　　　　時間
区分　　　　　 14：40～15：5013：10～14：2010：50～12：009：20～10：30

計量管理概論計量関係法規

化学分析概論及
び濃度の計量

環境計量に関する
基礎知識（化学）

科　

目　

名

環境計量士 
（濃度関係）

音響・振動概論並びに
音圧レベル及び振動
加速度レベルの計量

環境計量に関する
基礎知識（物理）

環境計量士 
（騒音・振動関係）

計量器概論及び
質量の計量

計量に関する基
礎知識

一般計量士

と
う
き
ょ
う
の
計
量

�
�
�
面


